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 音楽、図工などの芸術表現に関わる教科は、メディアリテラシーの中でもとり

わけ「メディアを通じてコミュニケーションを創造する能力」に深く関連しま

す。本実践は、メディアリテラシー教育ではよく取り上げられるＣＭづくりを

音楽科の授業で実践されたことがポイントです。 

 

 音楽科の新指導要領には、「児童が思いや意図をもって音楽をつくる」ことの

重要性が掲げられています。音楽表現もコミュニケーション手段のひとつと位

置づけることができます。また、鑑賞領域でも、音楽の面白さや美しさについ

て感じ取ったことを自分なりに批評する学習が取り上げられています。 

 

 短時間で強い印象を与えるＣＭには、映像だけでなく、ＢＧＭや効果音など

の音が果たす役割も大きいものです。音楽づくりの学習の素材にＣＭを使うこ

とで、伝えたいメッセージや、ＣＭの映像にふさわしい音楽を考えることがで

きます。 

 


